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パスカルの《PensOes》における〈esprit de gёom6trie〉と〈esprit de finesse〉
中島 麻子
序
パスカルの信仰への歩みは、決して直線的なものではなかったが、それはパ
スカルが、理`生の人であると共に、繊細な感性の人でもあったということと無
関係ではないように思われる。しかし何よりもまずパスカルの思想は、神の愛
への圧倒的な飛翔、すなわちc∝urによる神の愛の直観の上に成立しているもの
である。したがって、我々がパスカルの思想に近づこうとする時、この神の愛
への飛躍のメカニズムについて考えることは、不可欠である。本論では特に、
この飛躍にいたる過程での、esprit de r釧6trieとsprit de finesseについ
て、考えて行くことにする。なぜなら、これら二つの精神は、Pens6esの中で、
様々に形を変えながらも、神の愛へと飛翔して行く際の非常に重要な要素となっ
ていると考えられるからである。そしてまた逆説的には、パスカルが信仰へと
向かってゆくために、esprit de finesseとesprit de g“m6trieとが欠くこ
とのできない重要な要素であったと考えられる。この二つの精神は、時に補い
合い、時に対立し合いながらも、パスカルの思想をいっそう深化させ、それに
よってこそ神の愛へと飛翔する内的で必然的な原動力となっているのではない
だろうか。以上のような観点から、本論では、Pens“における esprit de
gαm6trieとesprit de finesseという二つの精神の位置や意味について考えて
行く。そのことによって、私たち読者が、あらためてパスカルの信仰への歩み
の切実さや、深さや、豊饒さを確認することができると考える。
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ところでcsprit de g∞mOtrieとcsprit de finesseとは、哲学史においてし
ばしば見られる「11つの典型的な精神のありかたであるが、パスカルは、これら
の二つの異質な精神の型から、本来的に調和を欠いた不完全なものである人間
存在の不条理への認識をも見いだしていたのではないだろうか。
1 内的葛藤
パスカルは自らの経験に拠っていっそう、人間のありようの不条理に突き当
たり、その認識を深めたものと考えられる。
それは、彼の伝記的事実から見いだせる様々な精神的葛藤から明らかとなる(〕
まず、『メモリアル』として知られる神秘的体験の記録によって知られている
決定的回心の後も、パスカルは、決しで決楽や虚栄心を断ちきれたわけではな
かったという事実があげられる。例えば、パスカルが激しい歯の痛みを紛らす
ために解いたという数学上の難問題の解答を巡って、パスカルは、その問題に
解答を寄せた人物の一人、イエズス会士ラルエールとのやり取りで、ラルエー
ル神父に間違いがあることがわかると、それに対して情け容赦もなくやりこめ
たということである。パスカルには、自分の合旨力が他人をはるかに上回ったも
のであることを誇示しなければ済まないような極度の自尊心の強さがあった。
また、パスカルが晩年、うぬぼれや快楽を自らに禁じるために、刺が一面に
ついた鉄の帯を身につけていたというエピソードがある。パスカルは、これを
じかに肌につけて、快楽あるいは慢心に囚われそうになると、それを肘で突き、
刺による痛みをいっそう激しくすることによって、果たすべき義務を自分に思
い起こさせようとしたのである。この逸話は、あれほど信仰への下途な思いが
ありながら、一方ではパスカルが自己愛から完全には逃れられなかった様子を
物語っているのではないだろうか。
パスカルには、自己愛の強さや、傲慢さを物語るエピソードがその他にもい
くつか死髭されている。例えば、サン・タンジュ事件として知られる出来事があ
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る。元カプチン会士であるサン・タンジュは、理性によつて神のなすすべての
ことを知ることができると説いていた。それに対してパスカルは、巌iしく執拗
に責め立てて、攻撃し、相手が結局降参するまで追求の手をゆるめなかった
(2
)。 さらに、真空論争を巡って交わされたノエル神父との議論の際の、相手を
仮借なくやり込めようとする時の攻撃的な調子 (3)。それらは後のイエズス会
との『プロヴァンシアル』論争の時の、激しい調子とも通じるものであった。
また、Experlences理型V亘上主⊇些堕二二生二坐 と題されたいわゆる真空実
験の報告書において、パスカルは自分の独創性をしきりに誇示しているが、そ
こには、自尊心と自我の強さが明確に読み取れる。
このように伝記的事実において、我々は生々しく人間的な感情や情念に捉え
られていたパスカルを見いだすことになる。その意味で、PensOesの中の邪欲
や自己愛についての言及は、決して全面的に客観的な布見点によって書かれてい
たゎけではないと考えるのが自然であるだろう。
このように、Pens6esに見られる言葉や、伝記的事実から、パ′スカル自身、
矛盾に満ち、多くの情念を持ち合わせていた人物であったということが見て取
れる。しかし、それでは、このような性質の持ち主であるパスカルと、その圧
倒的な信仰への傾斜との間には、いかなる関係があったのだろうか。
Ⅱ パスカルの烈しさと、その内実
上で見てきたようにパスカル自身、矛盾や情念を複雑に抱え持った存在であっ
たが、二方でパスカルはまた、そういう自己を絶えず反省する葛藤の人であり、
また乗り越えて行こうとする情熱の人でもあった。したがって、パスカルもま
た決して信仰に向かって直線的な歩みをしたはずはない。パスカルは、自己の
中にある情念や矛盾を、無垢なもの、純粋なものにすることをこそ望んでいた。
パスカルが人間の無意識や想像力に訴えかけることで、人々を宗教へと向か
わせようとしている様子から、我々はパスカルが説得の方法に対して強い関心
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を持っている様子を見いだすことになる。しかしパスカルにおいて、想像力と
は、ありもしない価値を捏造してしまうものであり、また人間の無意識的な部
分は否定的に語られていたものであった。このようなパスカルであれば、人間
の無意識や、想像力に訴えることによって人々の信仰心を喚起することは、本
意ではなかったに違いない。パスカルにとって、信仰とは何よりも心による直
観に基づくべきものであった。それにもかかわらず、パスカルは人間の無意識
や想像力を利用することによって、どこか強引で一方的な仕方で、人々を信仰
へと引き込もうとするのである。しかし、その一方でパスカルは以下のように
も言っている。
I」es h()mmes prennent s()uvent leur imaginati()n pour lcur cOeur;
et ils croient Otre convertis dёs qu'1ls pensent a se convertir.
(L.975)
ここには、自分自身の激しやすい性質に対する反省を込めたパスヵルの視線
が感じられるようである。情熱とも言い替えられるような対象への思い入れが、
例えば信仰における際の回心さえ単なる想像に過ぎないものなのではないかと
いう疑念へと向かってしまうのである。このように、パスカルは、自己の内部
の欺晴を、可能な限り問い詰めながら、この回心が自分にとって真に本質的で
完全なものであるだろうか、と絶えず反省を新たにしているように見える()
いかなる手段を使ってでも人々を説得しなければならないのだ、という昂ぶっ
た気持ちに衝き動かされていたようでもあるパスカルの中には、想像されたに
すぎない非本質的な信仰心を嫌悪するパスカルもまた共存していたに違いない。
パスカルは、以下の断章に現れているような、いわば『優れた人々が最終的
にたどり着く無知』に到達することに至高の価値を見いだしていたと言えよう。
Les sciences ont deux extr6mitOs qui se touchent, la premiёre
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est la pure ignorance naturellc()a se trouvent t()us les h()mmes
en naissant, 1'autre extr6mitO est celle o色 arrivcnt les grandcs
ames qui ayant parcouru tout ce que les hommes peuvent savoir
trouvent qu'1ls ne savent rien et se renc()ntrent en cette mOme
ignorance d'o0 1ls Ctaient partis, mais c'est une ign()rance
savante qui se connant.  (L.83)
そしてまた、以 下の断章には、天・性に清 らかな性状をもった人達に対する
パスカルの羨望のような感情が語 られている。
Ceux qui croient sans avoir lu les Testaments cPest parce
qu'ils ont une dispositioll int6rieure t()ute sainte et que ce
qu'ils entendent dire de notre religion y est c()nforme.
(..。)1l n'en faut pas davantage pour persuader des k〕mmes qui
ont cette disposition dans le ceur et qui()nt cctte connaissance
de leur devoir et de leur incapacit6. (L.381)
パスカルにとっての信仰は、決して論理で説き伏せるような質のものではな
いのである。自己愛や傲慢に絶えず付きまとわれていたパスカルであったから
こそ、celle(1'靖nOrance)碗arrivent les grandes amesに、大:きな価値
を見いだすことになったのだろう。パスカルの口調が、しばしば激しい調子を
帯びる時、その言葉は自己にもまた向けられていたに違いない。
このようなことから、Pens“の中に見られる人間の現実や精神への認識は、
パスカル自身の実感と無関係ではなかったのだと考えることが出来るはずであ
る。これらの事実によって、パスカルが人間の精神に二つの型を見いだしたこ
との背景に、自身をも含めた人間存在の不条理への認識を見て取ることができ
るのではないだろうか。それは人間が、esprit de g∞mёtrieで表現されてい
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るような:壁生的な考えだけでは、決して割り切れない存在である、という認識
に至らせるものであるだろう(〕 人間は、矛盾を抱え、それらとの葛藤の中を生
きなければならない。しかし、人間は幸福を願い、これらの混沌からの脱出を
願う。そして、それを実現するためには、esprit de g∞mOtrieから次の段階
へと移行しなければならなかったのではないだろうか。
しかし、パスカルの鋭い視線が、絶望的なまでに相対的な存在である人間に
向けられるとき、それはどのような形を取ることになるのだろうか。
Nc pouvant fortifier la justice on a fortifi6 1a force, afin
que le  juste et le f()rt fussent enscmble et que la paix fat,
qui est le s()uverain bien。(L.81)
Rien suivant la seule raison n'est juste de soi, tout branle
avec le tempse La coutume (est )toute l'6quit6, par cette seule
raison qu'elle est recuee C'est le fondement mystique de son
autorit`. Qui la ramёner a son principe l'an6antit.(...)(L.60)
このようにパスカルは、人間の現実が、力や習慣によってのみ価値づけられ
ている様子を描き出している。要するに、人間の現実認識は、非常に相対的な
ものであり、単に想像されたものでさえあるとパスカルは言うのである。
Ⅲ 思考の重層性
パスカルにとっては、現実のあらゆる事象が、非本質的なものによって成立
しているように見えていたと言える。それは例えば、自己愛や虚栄に代表され
る邪欲や、王や貴族が持っている力などを見つめる時のパスカルの視線の中に
も、はっきりと見いだすことが出来る。しかし、パスカルは単に人間の現実の
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空虚さを嘆いたり、冷淡に突き放 してしまうだけで済ましておくのではない。
神の愛に至るまでの人間の現実の内に、《Renversement c(ntinuel du pur au
c(ntre(L.93)》という言葉に表現されているような意識の移り変わりを通して、
漸進的に高次の段階へと飛翔して行く人間の様相を見定めているのである。
Raison des effets.
Gradation. Le peuple hon()re les personnes de grande naissance,
les demi―habiles les mёprisent disant que la naissance n'est pas
un avantage de la pers()nne mais du hasard. Les habiles les
honorent, non par la pensOe du peuple mais par la pensOe de
derriOre. Les d6vots qui ont plus de zёle que de science les
m6prisent malgr6 cettc oonsid6ration qui les fait honorer par
les habiles, parce qu'ils en jugent par une nouvelle lumiёre que
la piёtё leur donne, mais les chr6tiens parfaits les k)■orent
par un(e)autre lumiёre sup6rleure.
Ainsi se v()nt les opinions succ6dant du pour au contre selon
qu'on a de lumiёre.(L.90)
この断章には、シヾスカルの思考の重要な要素が濃厚に現れている。とりわけ、
この断章の中の、pens“ de derriёre(背後の思想)の持つ意味の大きさに
は注意すべきである。現実を作っている本質的な理由、と言う意味のraison
des effetsの思想に見られるように、パスカルの視線はいつも、物事の二重構
造に対 して敏感であった。pens“ de derriёreを持つということは、人間の
思考において三二重の意識が機能するということなのである。パスカルは、習慣
や想像によりかかって現実を作り出している民衆の在り方が、平和を維持させ
るためには余儀ないものとして認めながらも、本質的にそれらの無意識生は、
pensOes de derriёreによって意識化され、さらにはある種の達観の域にまで
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達しなければならないものと考えているように見える(にのような意味におい
て、パスカルの思考の過程で、pens∝ de derriёreは欠くことのできない重要
な意味を持つのである。pensёes de derriёreの内実は、個人の意志であり、
判断である。したがって、pensёes de derriёreとは、物事を現象的に捉えて
そこによりかかっているだけの判断停止の状態から、個′人的な意識の発動によっ
て、世界を自己との関わりにおいて主体的に選び取って行こうとするための条
件ともなるのである()ここには、csprit de finesseについて書かれた言葉に
通じるものがはっきりと見て取れる。
Diff6rence entre l'esprit de g6om6trie et l'esprit de fincsse.
(...)1l n'est question que d'avoir bonne vue, mais il faut
l'avoir bonne(...)On les VOit a peine, 。n les sent lutOt qu'on
ne les voit, on a des  peines infinics a les faire sentir a ceux
qui ne les sentent pas d'cux―mOmes. Ce sont choses tellement
d61icates et si n()mbreuses, qu'il faut un sens bien d61icat et
bicn net pour les sentir et juger dr()it ct juste, sclon ce
sentiment,(。.。) 1l faut tollt d'un coup volr la chose, d'un seul
regard..。(L。512)
すなわち、pens6es de derriёもesp t de finesseもそれが、イ国人の直観に
基づく判断を必要とする点で一致していると言える()したがって、pensOes de
derriёreであり、esprit de finesseでもあるものは、この相対的で定めない
価値から人間を解放するための装置となるものでもある。
このように、パスカルが人間や現実の諸相を冷静に観察することによって、
そこに段階を見て取ったり、緻密な分析の目を向けたりしたことは、人間の生
存が二重構造を持っていることへの認識と深い関係があった。
しかし、この二重構造の内には、パスカルが、信仰に向かう際の緊迫した精
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神の高まりの中で生み出した、さらなる構図が存在するとは言えないだろうか。
Ⅳ 思考の漸進`庄と二項対立
パスカルにとって、人間の生存の原理は、幸福への志向によって貫かれてい
ると言える。そして、言うまでもなくパスカルにおいて、本質的な幸福をつか
む方法はたったひとつ、神を求めることにしかないのである。そのことは、三
つの秩序について書かれた断章に現れている相互の距離にも見て取ることがで
きる。すなわち、真なる幸福へと至ることは、決して容易なことではなく、多く
の越えられるべき過程がある、ということを表現しているのではないだろうか。
La distance infinie des c(〕rps aux esprits figurc la distance
infiniment plus infinie des esprits a la charit6, car elle est
surnaturelle( ...)
De tous les corps ensemble ()n ne saurait cn faire rOussir une
petite pens6eo Cela est impossible et d'un autre ordre. De tous
les corps et esprits()n n'en saurait tirer un mouvement de vraie
charit6, cela est impossible, et d'un autre ordre surnaturel.
(L.308)
この二つの秩序について書かれた断章に現れている c∝urに直観される
charit6、すなわち『愛の秩序』『心の秩序』とは次のようなものである。
C'est le cceur qui sent Dieu et non la raison. Voila ce que
c'est que la foi. Dieu sensible au c(leur" non a la raison.
(L.424)
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これらの断章からも見て取れるように、『愛の秩序』『心の秩序』は、決し
て理性による論証によっては把握できないものに対して開かれているのである。
パスカルにおいてceurによる神の直観は信仰に至る最終段階で絶対的なもので
ある。そして、理生それ自体に価値を認めながらも、結局はそれとは完全に異
質な高次の地点に、c∝urが感じ取る神のcharit6の至高性が語られている(〕 し
たがってここから、esprit de g∞mёtrieとsprit dc finesseとの対応関係を
必然的に導き出すことができるのではないだろうか。
La derniOre d6marche dc la raison cst dc reconnaitre qu'il y a
une infinit6 de choses qul la surpasscnt. Elle n'est que faible
si elle ne va jusqu'a c()nnaitre cela. (L.188)
パスカルは絶えず、理'生では説明のつかないものに苦しみ、一方では、そう
であるからこそ―‐層、理性を越えてゆくものに関心を持たないではいられなかっ
たのではないだろうか。パスカルにとっては、L Ilath611atique le(ordre)
garde,mais elle est inutile en tt profondeur.(L.694)であったのである。
このように、パスカルは、幾何学の意義をも深く感じながら、結局のところ神
を直観するc∝urのメカニズムとの内的な同一性によって、esprit de finesse
の方に高い位置を与えていると考えられる。しかし、esprit de finesseとい
う精神の機能が、最終的に神の愛を直観する事にならなければ、それはあくま
でこの世のレベルでの精神形態に止まってしまうのである()
ここまで見て来たように、パスカルにおける 《esprit de g“m6trie》と
《esprit de finesse》は、le  chr6tiens parfaitsとなるまでの精神の働きを、
あるときは高次の秩序へ向かう際の段階の過程として、またあるときは信仰ヘ
と上昇して行く際の相互補完的な精神の機能として表現されているものと考え
られる。この相反する二つの精神に代表される三元論的な考え方は、Pens“
の内に見いだせる三項対立的図式 (4)とも、ある対応関係にあるのではないだ
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ろうか。そもそも、Pens6esそのものの構想が二項対立を基礎としている。す
なわち、第一部がMisOrc de l'homme sans Dieuについて書かれたものであり、
第二部がF61icit6 de l'httme avec Dieuについて書かれたものなのである。
この二項対立を中心として語られて行く、人間の混沌としたありようは、以下
の断章に簡潔に表現されていると考えることが出来る。
S'1l n'y avait point d'obscuri t6, 1'homme ne sentirait point sa
corruption;s'1l n'y avait poillt de lumiёre,1'homme n'esp6rerait
point de remёde.(...)(L.446)
この断章からは、二項対立の構図とともに、人間の存在のうちにある不条理
や情念的葛藤が、obscurit6という言葉の内に見いだされるようである。
obscurit6とは、すなわち虚無であり、深淵であり、混沌であるような人間の
ありようの暗黒のことである。そして、パスカルに光を求めさせたものは、パ
スカル自身が身をもって感じていたそれらの暗さだったに違いない。
そして、さらには、obscuritこと対照されることで一層、無垢なもの、純粋
なもの、清らかなもの、そしてあらゆる不浄なものを浄化してくれるものとし
てのlumiёre、すなわち神の愛が輝きを増し、際立つことになったに違いない。
以上のような観点から、esprit de g6om6trieとesprit de finesseという概
念のうちには、Pensёesにおいて見られる重要な要素が濃密に織り込まれてい
ると考えられる。すなわち、人間の思考の内に見られるこれら二つのパターン
は、∞ntrariOt6とgradationの両方の要素を表現しているものであると言える。
人間は、これら二つの精神のいずれに片寄っていても、本質的には空しさから
逃れ出ることはできないのである。しかし、以下のパスカルの言葉の内には、
理性を越えて飛躍して行く時の内的な促しが認められはしないだろうか。
II n'y a rien de si conforme a la raison que ce d6saveu de la
104 パスカルの 《Pcns6es》における 〈espnt de g6om6tHe〉と くesp面t de nnesse〉
raison. (1′182)
Diffёrence entre l'csprit de g6om6trie et l' esprit de finesse.
(。 .。)1l faut tout d'un coup voir la chose, d'un seul regard(...)
Ce n'est pas que l'esprit ne le(raisonnement)fasse mais il le
fait tacitement, naturcllement et sans art. Car l'expressi()n en
passe tous lcs hommles, et le sentiment n'en appartient qu'a peu
dP hommes。(L.512)
このようにパスカルの意識の中では、最終的に神の愛を感じ取るという櫛 ヒ
により近いものとして、直観をその原理とするesprit de finesseが、esprit
de g∞m6trieに優越していたことは疑いない。しかし、それと同時に、二つの
精神に象徴される、理性的なものと感性的なものの微妙な均衡の上にこそパス
カルの思想は成立しているのだといえるだろう。いずれにせよ、パスカルにお
いて、esprit de finesseが、たとえe prit de r釧6trieに優越しているとし
ても、神の認識に至らない限り、それらいずれの精神も、現世的空しさを帯び
たものと映ったに違いない。あまりにも厳しく、あまりにも誠実なパスカルの
視線が見据えていた、人間存在の神秘や混沌は、信仰のような圧倒的な無垢に
よってしか、癒されることも救われることもなかったのである。
V 綿
このように、esprit de g∞m6trieとesprit de finesseは、Pen ∝の中で
互いに固有の働きを持って、パスカルの思想に決して欠くことの出来ない重要
な要素となっていた。しかし一方でパスカルは人間の存在の不条理や定めなさ
が、単にesprit de"釧6trieや、esprit definesseでは、ついに解決するこ
とがないことを深く認識していた。なぜなら、パスカルにとっては、あらゆる
パスカルのくPcns6es》における〈espHt de g6om6tHc〉とくespdt de inessc〉 105
現実、あらゆる現象、そして何iより、自分自身のありようそのものまでもが、
あまりにも本目対的で、あまりにも定めないものと感じられていたからである。
この認識は絶え間無く、renversement continuel du pour au contreを、パス
カル自身の内面においてもまた行わせていたと言えよう。またパスカルには、
人間が不可避的に抱えている様々な矛盾や不可解さが絶えず意識されていた。
そこから飛翔するために、パスカルは esprit de rom6trieとesprit de
finesseを機能させることによって、この世で人間精神がなし得る最大限の誠
意を尽くしたのだったが、彼はそこからさえも羽ばたいて、さらに透明な地点
へと向かわなければならなかったのである。確かに、パスカルにとってesprit
de g“m6trieとesprit de finesseは、神の愛との交歓がない限りは、地上的
なものであり、愛の秩序における至福には比べようもないほどの価値しか生み
出さないものであったのしかし｀ パスカルの言葉はその本来的な目的であるは
ずのアポロジーから離れて、一人歩きする。すなわち、パスカルが壁nsO壁にお
いてそれと知らずに描き出しているものは、それらの精神が、それぞれの独自
な働きによって、読者の意志に働きかけ、幸福や感動を生み出す契機になるべ
く、読者の精神の内で、生き続けていることの尊さでもあるに違いない。
テキスト: Pascal.lEuvres comp10tes, 6d. L.Lafuma, Seuil,《L'Int6grale》,1963
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